
第 23 回	 日本鼻科学会	 	 	 （	 昭和 59年 10月 5日・6日	 東京商工会議所ビル	 ） 

会長	 野村	 恭也（東	 大） 

特別講演およびそれに準ずる講演  シンポジウム  パネル  テーマ指定演題  
一般演題数  
（テーマ指定 
演題を含む） 

 

Ⅰ. 鼻茸の病態と臨床 

司会	 佐々木好久（城西歯大） 

	 「微細構造からみた鼻茸」 

	 	 	 高坂	 知節（東北大） 

	 「鼻茸の組織化学」 

	 	 	 平出	 文久（防衛医大） 

	 「ケミカルメディエーターからみた鼻茸」 

	 	 	 荻野	 	 敏（阪	 大） 

	 「多核白血球からみた成因」 

	 	 	 小川	 浩司（北里研究所付属） 

	 「好塩基性細胞からみた鼻茸」 

	 	 	 坂口	 幸作（富士宮総合） 

Ⅱ. 鼻科学臨床所見の定量化（案）について 

司会	 熊沢	 忠躬（関西医大） 

	 嗅覚 

	 	 	 浅賀	 英世（昭和大） 

	 	 	 梅田	 良三（金沢大） 

	 「自然口閉塞度」 

	 	 	 奥野	 吉昭（関西医大） 

	 	 	 島田	 和哉（慈	 大） 

	 「鼻粘膜色調」 

	 	 	 吉田	 	 茂（鹿	 大） 

	 	 	 大山	 	 勝（鹿	 大） 

	 「鼻汁」 

	 	 	 坂倉	 康夫（三重大） 

	 	 	 大山	 	 勝（鹿	 大） 

	 「鼻腔抵抗」 

	 	 	 今野	 昭義（秋田大） 

	 	 	 海野	 徳二（旭川医大） 

	 「上顎洞陰影」 

	 	 	 洲崎	 春海（東	 大） 

	 	 	 足川	 力雄 

	 	 	 	 	 （東京厚生年金） 

  

 

 


